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当社保有ビルにおける「カーボンニュートラルな都市ガス」導入 

および「デマンドレスポンス事業」への参画について 

～ 脱炭素社会の実現に向けた取り組みを着実に推進 ～ 

ダイビル株式会社（大阪市北区、代表取締役社長執行役員 園部俊行）は、2022 年 4 月より新

ダイビルおよび梅田ダイビルにDaigas エナジー株式会社を代理店として大阪ガス株式会社が供給す

る「カーボンニュートラルな都市ガス」を導入※１すること、また 2022 年 7 月よりダイビル本館、中

之島ダイビル、新ダイビル、梅田ダイビル、土佐堀ダイビルを対象に、Daigas グループをアグリゲ

ーターとする「デマンドレスポンス事業」に参画することを決定しましたのでお知らせいたします。 

■ 「カーボンニュートラルな都市ガス」について 

「カーボンニュートラルな都市ガス」とは、天然ガスの採掘・輸送・製造・燃焼の工程を含むライ

フサイクル全体で発生する温室効果ガスをクレジットで相殺した LNG を用いた都市ガスです。今回

の導入により、年間約 504 千㎥※２の都市ガスがライフサイクル全体で排出する温室効果ガスがクレ

ジットで相殺され、CO₂換算で年間約 1 千トン（一般家庭約 3 千世帯分）の削減に貢献します。 

■ 「デマンドレスポンス事業」について 

「デマンドレスポンス事業」とは、猛暑や厳冬、悪天候により電力需給がひっ迫した際などに、送

配電事業者の要請に基づき、需要家が電気の使用を調整することで、電力需給のバランスを取る仕組

みです。アグリゲーターとは、送配電事業者と需要家の調整役を指します。当社は、電力需給がひっ

迫した際にテナント様に支障がない範囲で各ビル共用部の照明の減灯や空調の停止などをすること

で対応いたします。このような電力需給調整力については、再生可能エネルギーが普及するなかで、

今後さらにニーズが高まり、社会的意義もますます高くなるものと考えています。 

当社グループは「グループ行動規準」に「環境問題への取組」を掲げ、これまでも省エネルギーや

リサイクルの推進、CO₂フリー電力導入など積極的に取り組んでまいりましたが、カーボンニュー

トラルな都市ガスの導入やデマンドレスポンス事業への参画をあわせ、今後も脱炭素社会の実現に

向けた取り組みを推進してまいります。 

なお、当社グループのマテリアリティについてはこちらをご参照ください。 

■ この取り組みに対応する SDGs 

 

 

 

※１ 対象ビルで利用されている都市ガスのうち当社が需給契約を締結していないものを除く 

※２ 対象ビルで 2019 年度に使用した都市ガスの総量を基に試算 

以 上 

【お問合せ先】ダイビル株式会社 経営企画部コーポレートコミュニケーション課 TEL：06-7506-9516 

https://www.daibiru.co.jp/sustainability/#section1

